
山城ガールむつみの出陣のススメ

「いざ、久保城へ！」の巻

千葉氏は源頼朝の鎌倉幕府設立に協力した恩賞として、肥前国小城郷（現在の佐賀県小城市）を

領地としてもらいました。九州に領地を持っていたこともあり、元寇の際、千葉宗家当主の頼胤

は異国警護番として九州に派遣され、元の軍勢と戦いました。しかし、頼胤は奮戦するもそのと

きの傷が原因で死んでしまいます。その後、頼胤の嫡男宗胤が家督を継ぎ、本国下総と九州の領

国経営に奔走しますが、宗胤も 30 歳の若さで死去。宗胤の子の胤貞はまだ幼かったこともあり、

本国下総は宗胤の弟の胤宗が実質的に統治することになりました。胤貞が成人すると、胤宗の子

である貞胤と従兄弟同士で千葉氏宗家の座を争う一族の内紛へと発展していきました。胤貞は足

利尊氏方に、貞胤は後醍醐天皇方について戦います。胤貞が勝つも病に倒れ、結果として貞胤が

当主の座を手にすることに。それにより、宗胤の系統は下総から九州へ移り九州千葉氏に、胤宗

の系統が下総千葉氏として存続していきました。九州千葉氏は小城に関東の文化を持ち込み、日

蓮宗の寺院を建て、「千葉城」という城を築き、戦国時代を生き延び現在にその歴史を伝えてくれ

ています。

竹林山妙光寺の板碑
妙光寺には 13 基の板碑が置かれています。応安 2 年

（1369年）から長禄 4年（1460 年）に造立されたもので、

題目が刻まれた法華信仰のもので、下総板碑と呼ばれ

ています。板碑（いたび）とは、生前供養もしくは追

悼供養のための供養塔のことです。妙光寺には千葉胤

貞供養の板碑もありますよ！

ややこしいけどわかると楽しい千葉一族！

九州にも広がって活躍したのね

久保城は千葉宗家当主の胤貞が居館として築いたと伝わります。台地
全体を天然の要害として利用したと思われ、久保城を守るために分城
や中城を築いたともいわれています。
千葉一族の内紛の舞台ともなった久保城。千田荘（多古）にとって重
要な「久保」の地をぜひ歩いてみてください。


